
第5章

デジタルテクノロジーの浸透

第1節 国民・企業における利用状況

	1 生成AI

	1	 国民向けアンケート
国内外で議論を巻き起こしつつも、利用者の拡大を続けてきた生成AIのサービスは、国民生活

にどの程度浸透しているか。総務省は、日本、米国、中国、ドイツ、英国の国民を対象に、生成
AIを含む“デジタルテクノロジー”の利用状況等のアンケート調査を実施した。
これによると、生成AIを“使っている”（「過去使ったことがある」も含む）と回答した割合は

日本で9.1％であり、他国と比べて低かった（図表Ⅰ-5-1-1）。

図表Ⅰ-5-1-1 生成AIの利用経験

使っていない（過去使ったことがない）使っている（過去使ったことがある）

9.19.1

46.346.3

56.356.3
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60.260.2
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ドイツ
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（出典）総務省（2024）「デジタルテクノロジーの高度化とその活用に関する調査研究」

使っていない理由については、各国とも「使い方がわからない」、「自分の生活には必要ない」と
の回答が多く、「情報漏洩、安全性、セキュリティに不安がある」との回答の割合は低かった（図
表Ⅰ-5-1-2）。
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図表Ⅰ-5-1-2 生成AIを使わない理由
0 10 20 30 40 50（％）

魅力的なサービスがない

使い方がわからない

利用環境が整っていない

費用が高額である

情報漏えい、セキュリティ、安全性に不安がある

品質に不安がある

従来の文化や習慣を変えられない

自分の生活には必要ない

その他

ドイツ
中国
米国
日本

英国

（出典）総務省（2024）「デジタルテクノロジーの高度化とその活用に関する調査研究」

一方、今後の暮らしや娯楽における生成AIの活用意向について聞いてみると、日本では「既に利
用している」と回答した割合は低いものの、「ぜひ利用してみたい」「条件によっては利用を検討す
る」と回答した割合は6～7割程度あり、潜在的なニーズがあることがうかがえた（図表Ⅰ-5-1-3）。

図表Ⅰ-5-1-3 生成AIの利用意向
0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100（％）

コンテンツの要約・翻訳をする

画像や動画を生成する

旅行の計画やイベントの企画をする

調べものをする

対話型AIと会話をする

AIから自分の好み・生活様式に合った提案を受ける
（服装、献立、移動ルート等）

AIを活用して病気や健康に関するアドバイスを受ける

AIを活用して制作への改善点やアドバイスを受ける
（プログラムコード、DIY、家庭菜園等）

ぜひ利用してみたい 条件によっては利用を検討する既に利用している
利用したくない利用には後ろ向きである

5.9 29.9 41.2 9.2 13.8

2.2 22.0 42.7 17.1 15.9

1.7 24.9 43.0 15.4 15.0

8.3 34.1 37.0 8.6 11.9

3.5 22.9 39.1 18.3 16.1

1.9 24.6 42.0 15.8 15.6

2.8 27.1 42.3 13.5 14.3

2.9 25.5 42.4 14.3 14.9

5.9 29.9 41.2 9.2 13.8

2.2 22.0 42.7 17.1 15.9

1.7 24.9 43.0 15.4 15.0

8.3 34.1 37.0 8.6 11.9

3.5 22.9 39.1 18.3 16.1

1.9 24.6 42.0 15.8 15.6

2.8 27.1 42.3 13.5 14.3

2.9 25.5 42.4 14.3 14.9

（出典）総務省（2024）「デジタルテクノロジーの高度化とその活用に関する調査研究」

	 生成AIの利用意向（項目別）
URL：https://www.soumu.go.jp/johotsusintokei/whitepaper/ja/r06/html/datashu.html#f00060
（データ集）

関連データ
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	2	 企業向けアンケート
次に、各国の企業を対象に、業務における生成AIの活用状況を尋ねた。
生成AIの活用方針が定まっているかどうかを尋ねたところ、日本で“活用する方針を定めてい
る”（「積極的に活用する方針である」、「活用する領域を限定して利用する方針である」の合計）と
回答した割合は42.7％であり、約8割以上で“活用する方針を定めている”と回答した米国、ド
イツ、中国と比較するとその割合は約半数であった（図表Ⅰ-5-1-4）。

図表Ⅰ-5-1-4 生成AIの活用方針策定状況

活用する領域を限定して利用する方針である 方針を明確に定めていない積極的に活用する方針である
わからない利用を禁止している

15.715.7

46.346.3

30.130.1

71.271.2

27.027.0

32.432.4

50.550.5

23.923.9

41.441.4

17.217.2

16.816.8

4.94.9

4.34.3

3.23.2

1.31.3

0.00.0

11.711.7

1.01.0

1.31.3
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日本
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ドイツ
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（出典）総務省（2024）「国内外における最新の情報通信技術の研究開発及びデジタル活用の動向に関する調査研究」

次に、生成AIの活用が想定される業務ごとに活用状況を尋ねたところ、例えば、「メールや議事
録、資料作成等の補助」に生成AIを使用していると回答した割合は、日本で46.8％（“業務で使
用中”と回答した割合）であり、他国と比較するとその割合は低い。“トライアル中”までを含め
ると、米国、ドイツ、中国の企業は90％程度が使用しており、海外では、顧客対応等を含む多く
の領域で積極的な利活用が始まっている一方で、日本企業は社内向け業務から慎重な導入が進めら
れていることがわかった（図表Ⅰ-5-1-5）。

図表Ⅰ-5-1-5 業務における生成AIの活用状況（メールや議事録、資料作成等の補助）

業務で使用中（効果は測定中または不明） トライアル中業務で使用中（効果は出ている）
検討もしていない使用を検討中

0 20 40 60 80 100（％）

18.6

37.437.4

34.134.1

26.926.9

28.228.2

47.347.3

38.638.6

57.557.5

22.722.7

10.310.3

21.321.3

13.313.3

17.317.3

3.33.3

4.04.0

2.02.0

13.213.2

1.61.6

2.02.0

0.30.3

日本

米国

ドイツ

中国

（出典）総務省（2024）「国内外における最新の情報通信技術の研究開発及びデジタル活用の動向に関する調査研究」
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	 業務における生成AIの活用状況（他の業務）
URL：https://www.soumu.go.jp/johotsusintokei/whitepaper/ja/r06/html/datashu.html#f00063
（データ集）

関連データ

生成AI活用による効果・影響について尋ねたところ、約75％が“業務効率化や人員不足の解消
につながると思う”（「そう思う」と「どちらかというとそう思う」の合計）と回答していた。一方、
“社内情報の漏洩などのセキュリティリスクが拡大すると思う”、“著作権等の権利を侵害する可能
性があると思う”と回答した企業も約7割であり、生成AIのリスクを懸念していることがうかが
えた（図表Ⅰ-5-1-6）。

図表Ⅰ-5-1-6 生成AI活用による効果・影響（日本）
100（％）

22.722.7

19.619.6

21.421.4

21.021.0

20.420.4

18.118.1

12.612.6

16.916.9

19.019.0

52.052.0

45.845.8

53.653.6

48.948.9

49.549.5

51.551.5

39.439.4

49.149.1

45.045.0

17.317.3

27.427.4

19.419.4

23.323.3

23.923.9

23.723.7

34.234.2

24.924.9

26.826.8

8.08.0

7.27.2

5.65.6

6.86.8

6.26.2

6.86.8

13.813.8

9.19.1

9.19.1

0 20 40 60 80

業務効率化や人員不足の解消につながる

ビジネスの拡大や新たな顧客獲得につながる

斬新なアイデア/新たなイノベーションがうまれる

社内情報の漏洩などのセキュリティリスクが拡大する

著作権等の権利を侵害する可能性が拡大する

生成物に倫理上不適切な内容や偏見が含まれる可能性が拡大する

解雇や配置換えの必要がある

人材育成の方針を見直す必要がある

活用しないと企業としての競争力が失われる

どちらかというとそう思うそう思う
そう思わないどちらかというとそう思わない

（出典）総務省（2024）「国内外における最新の情報通信技術の研究開発及びデジタル活用の動向に関する調査研究」

	 生成AI活用による効果・影響（項目別）
URL：https://www.soumu.go.jp/johotsusintokei/whitepaper/ja/r06/html/datashu.html#f00065
（データ集）

関連データ

	2 メタバース
	1	 国民向けアンケート
メタバースの利用経験について聞いたところ、“使っている”（過去使ったことがあるも含む）と

回答した割合は日本は6.1％と低かった（図表Ⅰ-5-1-7）。
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図表Ⅰ-5-1-7 メタバースの利用経験

6.16.1

38.738.7
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26.226.2

93.993.9

61.361.3

64.464.4

77.977.9

73.873.8

使っていない（過去使ったことがない）使っている（過去使ったことがある）
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日本
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中国

ドイツ

英国

（出典）総務省（2024）「デジタルテクノロジーの高度化とその活用に関する調査研究」

活用シーンごとの利用状況・意向を聞いてみると、「仮想空間上でのユーザー同士のコミュニ
ケーション」を「既に利用している」と回答した割合は日本で2.9％と、約15～30％がすでに利
用している他国と比べると低い結果となったものの、今後の利用に前向き（“ぜひ利用してみたい”、
“条件によっては利用を検討する”）な回答と合わせると52.9％と、潜在的な利用ニーズがあるこ
とがうかがえた（図表Ⅰ-5-1-8）。

図表Ⅰ-5-1-8 メタバースの利用意向（ユーザー同士のコミュニケーション）

2.92.9

31.731.7

23.323.3

15.015.0

18.118.1

15.615.6

17.517.5

39.239.2

20.620.6

22.722.7

34.434.4

18.718.7

27.327.3

27.727.7

23.823.8

23.523.5

11.511.5

6.26.2

17.317.3

14.214.2

23.623.6

20.620.6

4.04.0

19.419.4

21.221.2

日本

米国

中国

ドイツ

英国

ぜひ利用してみたい 条件によっては利用を検討する既に利用している
利用したくない利用には後ろ向きである

0 20 40 60 80 100（％）

（出典）総務省（2024）「デジタルテクノロジーの高度化とその活用に関する調査研究」

	 メタバースの利用意向（他の利用場面）
URL：https://www.soumu.go.jp/johotsusintokei/whitepaper/ja/r06/html/datashu.html#f00068
（データ集）

関連データ
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	2	 企業向けアンケート
各国の企業に、メタバース・デジタルツインの業務での活用について、「商品開発」、「製造」、

「物流」等の業務別に導入の検討状況を尋ねたところ、「有用だと考えており、既に導入済み」と回
答した割合はいずれの業務でも日本では10％未満となっており、約45～60％が導入済みと回答し
た米国に比べて低くとどまっていた（図表Ⅰ-5-1-9）。

図表Ⅰ-5-1-9 仮想空間の業務での活用に関する検討状況（商品開発）

有用だと考えており、導入を検討中 有用だと考えているが、検討には至っていない有用だと考えており、既に導入済み
有用とは考えていない 社内に該当業務はない有用かどうかわからない

0 20 40 60 80 100（％）

6.86.8

66.766.7

42.442.4

51.551.5

13.813.8

19.719.7

34.634.6

38.238.2

20.620.6

5.55.5

9.49.4

8.18.1

27.827.8

3.63.6

6.16.1

1.91.9

12.412.4

2.32.3

3.93.9

0.30.3

18.618.6

2.32.3

3.63.6

0.00.0

日本

米国

ドイツ

中国

（出典）総務省（2024）「国内外における最新の情報通信技術の研究開発及びデジタル活用の動向に関する調査研究」

	 仮想空間の業務での活用に関する検討状況（他の業務）
URL：https://www.soumu.go.jp/johotsusintokei/whitepaper/ja/r06/html/datashu.html#f00070
（データ集）

関連データ

	3 ロボティクス
各国の国民の暮らしや娯楽におけるロボット利用に関する意識を調査するため、ロボットの利用

が想定される6つの場面ごとに利用意向を尋ねたところ、“家事（掃除、洗濯、料理など）をロボッ
トが代行する”ことについて前向き（既に利用している、ぜひ利用してみたい、条件によっては利
用を検討する）な回答が日本で75.3%と高く出た。この割合は米国、ドイツ、英国と同程度であ
る（図表Ⅰ-5-1-10）。
また、米国、ドイツ、英国では、6つの利用場面いずれに対しても「利用したくない」と回答し

た割合が約30％と比較的大きくなっていた。
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図表Ⅰ-5-1-10 暮らしや娯楽における場面別ロボット利用意向（家事（掃除、洗濯、料理など）をロボットが代行する）

日本

米国

中国

ドイツ

英国

5.05.0

22.522.5

26.926.9

19.819.8

11.011.0

33.633.6

26.026.0

47.947.9

25.425.4

31.231.2

36.736.7

16.716.7

18.518.5

23.123.1

20.620.6

11.611.6

10.210.2

4.84.8

11.911.9

14.614.6

13.113.1

24.624.6

1.91.9

19.819.8

22.722.7

ぜひ利用してみたい 条件によっては利用を検討する既に利用している
利用したくない利用には後ろ向きである

0 20 40 60 80 100（％）

（出典）総務省（2024）「デジタルテクノロジーの高度化とその活用に関する調査研究」

	 暮らしや娯楽における場面別ロボット利用意向（他の利用場面）
URL：https://www.soumu.go.jp/johotsusintokei/whitepaper/ja/r06/html/datashu.html#f00072
（データ集）

関連データ

	4 自動運転
完全自動運転車（ドライバー不在の運転が可能）の利用意向を尋ねたところ、日本では、設定し

た5つの場面いずれにおいても、「利用意向がある」（ぜひ利用してみたい、条件によっては利用を
検討する）と回答した割合が約6割程度となっていた。一方、「利用したくない」と回答した割合
は日本で約2割程度であったのに対し、米国、ドイツ、英国では約3割程度と、利用に後ろ向きな
傾向がみられた（図表Ⅰ-5-1-11）。

図表Ⅰ-5-1-11 完全自動運転車の利用意向（完全自動運転の自家用車で通勤や普段の買い物、家族の送り迎え等を行う）

日本

米国

中国

ドイツ

英国

2.32.3

25.425.4

20.020.0

10.610.6

11.311.3

24.624.6

18.118.1

43.143.1

22.322.3

21.221.2

34.034.0

14.014.0

21.321.3

18.518.5

17.117.1

20.120.1

11.311.3

10.010.0

17.517.5

18.318.3

19.019.0

31.231.2

5.65.6

31.231.2

32.132.1

ぜひ利用してみたい 条件によっては利用を検討する既に利用している
利用したくない利用には後ろ向きである

0 20 40 60 80 100（％）

（出典）総務省（2024）「デジタルテクノロジーの高度化とその活用に関する調査研究」
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	 完全自動運転車の利用意向（他の利用場面）
URL：https://www.soumu.go.jp/johotsusintokei/whitepaper/ja/r06/html/datashu.html#f00074
（データ集）
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